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障害者差別解消法とは
がい しゃ さ べつ かい しょう ほうしょう

　障
しょう

害
がい

のある人
ひと

もない人
ひと

も お互
たが

いに、人
じん

格
かく

と個
こ

性
せい

を 尊
そん

重
ちょう

し合
あ

いながら、共
とも

に生
い

きる社
しゃ

会
かい

を つくることを目
もく

的
てき

として、平
へい

成
せい

28年
ねん

4月
がつ

より ｢障
しょう

害
がい

を理
り

由
ゆう

とする差
さ

別
べつ

の解
かい

消
しょう

の推
すい

進
しん

に関
かん

する法
ほう

律
りつ

（障
しょう

害
がい

者
しゃ

差
さ

別
べつ

解
かい

消
しょう

法
ほう

）」が 施
し

行
こう

されました。

　障
しょう

害
がい

のある人
ひと

もない人
ひと

も 共
とも

に暮
く

らせる社
しゃ

会
かい

の 実
じつ

現
げん

には、私
わたし

たち一
ひ  と  り

人ひとりの 障
しょう

害
がい

お

よび障
しょう

害
がい

者
しゃ

への理
り

解
かい

、ちょっとした配
はい

慮
りょ

や 気
き

配
くば

りが 必
ひつ

要
よう

不
ふ

可
か

欠
けつ

です。

　これを機
き

に ｢私
わたし

たちは 何
なに

ができるのか」を 考
かんが

えてみませんか。

【民
みん

間
かん

事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

の 皆
みな

さまへ】

　各
かく

省
しょう

庁
ちょう

では、事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

が 適
てき

切
せつ

に対
たい

応
おう

するために 必
ひつ

要
よう

な指
し

針
しん

を 事
じ

業
ぎょう

分
ぶん

野
や

ごとに 定
さだ

めて

います。内
ない

閣
かく

府
ふ

ホームページ「関
かん

係
けい

府
ふ

省
しょう

庁
ちょう

所
しょ

管
かん

事
じ

業
ぎょう

分
ぶん

野
や

における障
しょう

害
がい

を理
り

由
ゆう

とする差
さ

別
べつ

の解
かい

消
しょう

の推
すい

進
しん

に関
かん

する対
たい

応
おう

指
し

針
しん

」と併
あわ

せて、このハンドブックを ご活
かつ

用
よう

 ください。

●障
しょう

害
がい

者
しゃ

差
さ

別
べつ

解
かい

消
しょう

法
ほう

とは…………………………………3

●障
しょう

害
がい

には どのようなものがあるの？… ……………8

●ヘルプマーク・ヘルプカードを知
し

ろう！……… 14

●相
そう

談
だん

窓
まど

口
ぐち

……………………………………………… 15

もくじ

は じ め に

　この法
ほう

律
りつ

は、国
くに

や 地
ち

方
ほう

自
じ

治
ち

体
たい

、会
かい

社
しゃ

や お店
みせ

などの 民
みん

間
かん

事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

に対
たい

し「不
ふ

当
とう

な差
さ

別
べつ

的
てき

取
とり

扱
あつか

い」
を 禁

きん

止
し

し、「合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

の提
てい

供
きょう

」を 義
ぎ

務
む

付
づ

けることにより、障
しょう

害
がい

のある人
ひと

もない人
ひと

も、共
とも

に暮
く

らせる社
しゃ

会
かい

の 実
じつ

現
げん

を 目
め

指
ざ

しています。
　また、国

こく

民
みん

に対
たい

しても、障
しょう

害
がい

を理
り

由
ゆう

とする 差
さ

別
べつ

の解
かい

消
しょう

の推
すい

進
しん

に 寄
き

与
よ

することが 求
もと

められて
います。

　身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

、知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

、精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

（発
はっ

達
たつ

障
しょう

害
がい

を含
ふく

む）、そのほ
か 心

しん

身
しん

の機
き

能
のう

の障
しょう

害
がい

が ある人
ひと

で、障
しょう

害
がい

や社
しゃ

会
かい

的
てき

障
しょう

壁
へき

（バリア）
によって 日

にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

や 社
しゃ

会
かい

生
せい

活
かつ

が 困
こん

難
なん

になっている人
ひと

です。障
しょう

害
がい

者
しゃ

手
て

帳
ちょう

を 持
も

っていない人
ひと

も 含
ふく

まれます。

　営
えい

利
り

・非
ひ

営
えい

利
り

、個
こ

人
じん

・法
ほう

人
じん

の別
べつ

を 問
と

いません。一
いっ

般
ぱん

的
てき

な 企
き

業
ぎょう

やお店
みせ

だけで
なく たとえば 個

こ

人
じん

事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

や 対
たい

価
か

を得
え

ない無
む

報
ほう

酬
しゅう

の事
じ

業
ぎょう

、非
ひ

営
えい

利
り

事
じ

業
ぎょう

を行
おこな

う 社
しゃ

会
かい

福
ふく

祉
し

法
ほう

人
じん

や 特
とく

定
てい

非
ひ

営
えい

利
り

活
かつ

動
どう

法
ほう

人
じん

も 対
たい

象
しょう

となります。

この法
ほう

律
りつ

で対
たい

象
しょう

となる「障
しょう

害
がい

のある人
ひと

」とは？

この法
ほう

律
りつ

で対
たい

象
しょう

となる「民
みん

間
かん

事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

」とは？

1.

2.

　精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

があり、日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

や 社
しゃ

会
かい

生
せい

活
かつ

に ハンディキャップの ある
人
ひと

が 所
しょ

持
じ

しています。

　知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

のある人
ひと

が 所
しょ

持
じ

しています。東
とう

京
きょう

都
と

では「愛
あい

の手
て

帳
ちょう

」とい
います。国

くに

の制
せい

度
ど

では「療
りょう

育
いく

手
て

帳
ちょう

」といいます。

　身
しん

体
たい

に障
しょう

害
がい

のある人
ひと

が 所
しょ

持
じ

しており、視
し

覚
かく

障
しょう

害
がい

、聴
ちょう

覚
かく

障
しょう

害
がい

、平
へい

衡
こう

機
き

能
のう

障
しょう

害
がい

、音
おん

声
せい

機
き

能
のう

・言
げん

語
ご

機
き

能
のう

・そしゃく機
き

能
のう

の障
しょう

害
がい

、肢
し

体
たい

不
ふ

自
じ

由
ゆう

、内
ない

部
ぶ

障
しょう

害
がい

が 該
がい

当
とう

します。

精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

保
ほ

健
けん

福
ふく

祉
し

手
て

帳
ちょう

愛
あい

の手
て

帳
ちょう

（療
りょう

育
いく

手
て

帳
ちょう

）

身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

手
て

帳
ちょう

障 害 者 手 帳

東 京 都

愛　の　手　帳

療育手帳

身 体 障 害 者 手 帳

障
しょう

害
がい

のある人
ひと

って
どんな人

ひと

？

※障
しょう

害
がい

者
しゃ

手
て

帳
ちょう

は、紙
かみ

形
けい

式
しき

 とカード形
けい

式
しき

の 2種
しゅ

類
るい

あります。
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障害者差別解消法とは
がい しゃ さ べつ かい しょう ほうしょう

　障
しょう

害
がい

がある人
ひと

にとって 日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

や 社
しゃ

会
かい

生
せい

活
かつ

を 送
おく

るうえで、障
しょう

壁
へき

となる さまざまなもので、
次
つぎ

のような 事
じ

物
ぶつ

、制
せい

度
ど

、慣
かん

行
こう

、観
かん

念
ねん

などが あげられます。

　障
しょう

害
がい

のある人
ひと

に対
たい

して、正
せい

当
とう

な理
り

由
ゆう

なく、障
しょう

害
がい

を理
り

由
ゆう

として、サービス等
とう

の 提
てい

供
きょう

を拒
きょ

否
ひ

 ま
たは 提

てい

供
きょう

にあたって 場
ば

所
しょ

・時
じ

間
かん

帯
たい

を 制
せい

限
げん

したり、障
しょう

害
がい

のない人
ひと

に対
たい

しては 付
つ

けないような 
条
じょう

件
けん

を付
つ

けるなどにより、障
しょう

害
がい

のある人
ひと

の 権
けん

利
り

・利
り

益
えき

を 侵
しん

害
がい

することを 禁
きん

止
し

しています。

「社
しゃ

会
かい

的
てき

障
しょう

壁
へき

（バリア）」とは?

不
ふ

当
とう

な差
さ

別
べつ

的
てき

取
とり

扱
あつか

いの 禁
きん

止
し

3.

5.

不
ふ

当
とう

な差
さ

別
べつ

的
てき

取
とり

扱
あつか

いの具
ぐ

体
たい

例
れい

●�事
じ
業
ぎょう
者
しゃ
が 不

ふ
当
とう
な差

さ
別
べつ
的
てき
取
とり
扱
あつか
いの禁

きん
止
し
 および 合

ごう
理
り
的
てき
配
はい
慮
りょ
の提
てい
供
きょう
に関

かん
し、適

てき
切
せつ
に対
たい
応
おう
するために 各

かく
分
ぶん
野
や
の対
たい
応
おう
指
し
針
しん
が 定

さだ
められ

ています。
●�令

れい
和
わ
3年
ねん
5月
がつ
に 法

ほう
律
りつ
が 改

かい
正
せい
され、民

みん
間
かん
事
じ
業
ぎょう
者
しゃ
においても 合

ごう
理
り
的
てき
配
はい
慮
りょ
の提

てい
供
きょう
が 努

ど
力
りょく
義
ぎ
務
む
から 義

ぎ
務
む
とな

る予
よ
定
てい
です。なお、東

とう
京
きょう
都
と
では、平

へい
成
せい
30年

ねん
10月

がつ
より 東

とう
京
きょう
都
と
障
しょう
害
がい
者
しゃ
差
さ
別
べつ
解
かい
消
しょう
条
じょう
例
れい
において 義

ぎ
務
む
化
か
され

ています。

不
ふ

当
とう

な差
さ

別
べつ

的
てき

取
とり

扱
あつか

い 合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

の提
てい

供
きょう

国
くに

の行
ぎょう

政
せい

機
き

関
かん

・
地

ち

方
ほう

公
こう

共
きょう

団
だん

体
たい

・
民
みん

間
かん

事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

など

禁
きん

　止
し

不
ふ
当
とう
な差

さ
別
べつ
的
てき
取
とり
扱
あつか
いが 禁

きん
止
し
されます。

義
ぎ

　務
む

障
しょう
害
がい
者
しゃ
に対

たい
して 合

ごう
理
り
的
てき
配
はい
慮
りょ
を 行

おこな
わな

ければなりません。

　お店
みせ

で 商
しょう

品
ひん

の説
せつ

明
めい

を 店
てん

員
いん

に 聞
き

いたが、
わかるように（値

ね

段
だん

・色
いろ

・
素
そ

材
ざい

などを）説
せつ

明
めい

してくれ
なかった。

　アパートや マンションを 借
か

りようとし
て、障

しょう

害
がい

があることを 伝
つた

えると、そのこと
を理

り

由
ゆう

に 貸
か

してくれなかった。

　スポーツクラブや カルチャーセンターな
どに 入

にゅう

会
かい

しようとする人
ひと

が、障
しょう

害
がい

があるこ
とを 伝

つた

えると、そのことを理
り

由
ゆう

に 断
ことわ

った。

　レストランなどの 飲
いん

食
しょく

店
てん

に 入
はい

ろうとし
ている 障

しょう

害
がい

のある人
ひと

を、車
くるま

いすを 利
り

用
よう

し
ていることを理

り

由
ゆう

に 断
ことわ

った。

例
れい

❶ 例
れい

❷

例
れい

❸ 例
れい

❹

この法
ほう

律
りつ

で 守
まも

らなければならないことの ポイント4.

物
ぶつ

理
り

的
てき

なバリア（事
じ

物
ぶつ

） 制
せい

度
ど

的
てき

なバリア（制
せい

度
ど

）

文
ぶん

化
か

・情
じょう

報
ほう

面
めん

でのバリア（慣
かん

行
こう

） 意
い

識
しき

上
じょう

のバリア（観
かん

念
ねん

）

　公
こう

共
きょう

交
こう

通
つう

機
き

関
かん

、道
どう

路
ろ

、建
たて

物
もの

などで、困
こん

難
なん

を
もたらすバリア
例
れい

）段
だん

差
さ

、狭
せま

い通
つう

路
ろ

　など

　社
しゃ

会
かい

のルール、制
せい

度
ど

によって 能
のう

力
りょく

以
い

前
ぜん

に機
き

会
かい

の均
きん

等
とう

を 奪
うば

われるバリア
例
れい

）学
がっ

校
こう

の入
にゅう

試
し

・就
しゅう

職
しょく

などで 制
せい

限
げん

をする
補
ほ

助
じょ

犬
けん

を連
つ

れての
入
にゅう

店
てん

を断
ことわ

る　など

　障
しょう

害
がい

のある人
ひと

の存
そん

在
ざい

を 意
い

識
しき

しない文
ぶん

化
か

、情
じょう

報
ほう

面
めん

でのバリア
例
れい

）パンフレットの 問
とい

合
あわ

せ
先
さき

に 電
でん

話
わ

番
ばん

号
ごう

しか記
き

載
さい

しない　など

　偏
へん

見
けん

、無
む

関
かん

心
しん

など、障
しょう

害
がい

のある人
ひと

を 受
う

け入
い

れないバリア
例
れい

）点
てん

字
じ

ブロック上
じょう

に
物
もの

を置
お

く、かわ
いそうと決

き

めつ
ける　など
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障害者差別解消法とは
がい しゃ さ べつ かい しょう ほうしょう

　障
しょう

害
がい

のある人
ひと

から 社
しゃ

会
かい

的
てき

障
しょう

壁
へき

（バリア）を取
と

り除
のぞ

くための 何
なん

らかの配
はい

慮
りょ

を 求
もと

める意
い

思
し

があっ
たときに、負

ふ

担
たん

が 重
おも

すぎない範
はん

囲
い

で 対
たい

応
おう

することを 義
ぎ

務
む

付
づ

けています。
※�知

ち

的
てき

障
しょう

害
がい

などにより、本
ほん

人
にん

が 配
はい

慮
りょ

を求
もと

める意
い

思
し

を 表
ひょう

明
めい

することが 困
こん

難
なん

なときには、その家
か

族
ぞく

、介
かい

助
じょ

者
しゃ

、支
し

援
えん

者
しゃ

などが 意
い

思
し

の表
ひょう

明
めい

をすることもできます。

合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

の 提
てい

供
きょう

6.

　車
くるま

いすを 利
り

用
よう

している人
ひと

などのために、
出
で

入
い

り口
ぐち

に スロープを 設
せっ

置
ち

するなど、出
で

入
い

り口
ぐち

の 段
だん

差
さ

をなくす 工
く

夫
ふう

をする。

　知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

がある人から 申
もう

し出
で

が あった
ときなどは、特

とく

にゆっくり 丁
てい

寧
ねい

に、繰
く

り返
かえ

し説
せつ

明
めい

し、内
ない

容
よう

が 理
り

解
かい

さ
れたことを 確

かく

認
にん

しながら 
応
おう

対
たい

する。

　聴
ちょう

覚
かく

障
しょう

害
がい

のある人
ひと

に ホテルや 娯
ご

楽
らく

施
し

設
せつ

な
どの受

うけ

付
つけ

で、筆
ひつ

談
だん

や 手
しゅ

話
わ

など 音
おん

声
せい

とは違
ちが

う
方
ほう

法
ほう

で コミュニケーションをとる。

　視
し

覚
かく

障
しょう

害
がい

のある人
ひと

に、レストランの メ
ニューに 書

か

かれている内
ない

容
よう

などを 店
てん

員
いん

が 
読
よ

み上
あ

げながら 説
せつ

明
めい

する。

　駅
えき

や電
でん

車
しゃ

、バスなどで アナウンスが 流
なが

れたときは、電
でん

光
こう

掲
けい

示
じ

板
ばん

のあるところを 示
しめ

したり、筆
ひつ

談
だん

を 活
かつ

用
よう

する。

　空
くう

港
こう

などでは、車
くるま

いすの人
ひと

など 障
しょう

害
がい

の特
とく

性
せい

に応
おう

じて、搭
とう

乗
じょう

手
て

続
つづ

きの時
じ

間
かん

や 順
じゅん

番
ばん

を早
はや

めるといった 対
たい

応
おう

をする。

　心
しん

臓
ぞう

ペースメーカーを つけた人
ひと

が いるか
もしれないので、優

ゆう

先
せん

席
せき

付
ふ

近
きん

では、混
こん

雑
ざつ

時
じ

に 携
けい

帯
たい

電
でん

話
わ

などの 電
でん

源
げん

を切
き

る。

　盲
もう

導
どう

犬
けん

などの 身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

補
ほ

助
じょ

犬
けん

の 役
やく

割
わり

の大
たい

切
せつ

さを 理
り

解
かい

し、ほかのお客
きゃく

様
さま

にも 理
り

解
かい

や協
きょう

力
りょく

を 促
うなが

す。

　窓
まど

口
ぐち

などの パンフレットや説
せつ

明
めい

書
しょ

は、必
ひつ

要
よう

に応
おう

じて 文
も

字
じ

を大
おお

きくしたり、フリガナ
を 付

つ

けたりする。

　行
ぎょう

列
れつ

ができたときなど、障
しょう

害
がい

の影
えい

響
きょう

で 長
なが

い時
じ

間
かん

 立
た

ったままで 待
ま

つことが 難
むずか

しい人
ひと

には、周
まわ

りの理
り

解
かい

を得
え

て 椅
い

子
す

などを 用
よう

意
い

する。

例
れい

❶

例
れい

❸

例
れい

❷

例
れい

❹

例
れい

❻

例
れい

❽

例
れい

�

例
れい

❼

例
れい

❾

合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

の 具
ぐ

体
たい

例
れい

例
れい

❺
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視覚障害
し かく しょう がい

聴覚障害
ちょう かく しょう がい

肢体不自由
し たい ふ じ ゆう

障害には　どのようなものがあるの？
しょう がい

　「障
しょう

害
がい

」とは、何
なん

らかの原
げん

因
いん

で 体
からだ

や心
こころ

の どこかが 
うまく働

はたら

かないために、日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

や 社
しゃ

会
かい

生
せい

活
かつ

で、ま
わりからの 理

り

解
かい

や協
きょう

力
りょく

が 必
ひつ

要
よう

な状
じょう

態
たい

です。
　生

う

まれたときから 障
しょう

害
がい

のある人
ひと

もいれば、病
びょう

気
き

や
事

じ

故
こ

によって 障
しょう

害
がい

を受
う

ける人
ひと

もいます。障
しょう

害
がい

は 誰
だれ

に
とっても 身

み

近
ぢか

なことです。
　まずは、どんな障

しょう

害
がい

があるかを 知
し

りましょう。そ
して、まわりの人

ひと

の力
ちから

も借
か

りて、私
わたし

たちに どんな手
て

助
だす

けができるのかを 考
かんが

えてみましょう。

●周
まわ

りの音
おと

を 聞
き

いたり、手
て

で触
ふ

れることで 
情
じょう

報
ほう

を得
え

て、色
いろ

々
いろ

なことを 判
はん

断
だん

して 歩
ある

い
ています。

●白
はく

杖
じょう

を持
も

っていたり、盲
もう

導
どう

犬
けん

を連
つ

れている
人
ひと

もいますが、外
がい

見
けん

からは わからない人
ひと

もいます。

●周
まわ

りの状
じょう

況
きょう

が わかりづらいので、自
じ

分
ぶん

か
ら助

たす

けを 求
もと

めることが 困
こん

難
なん

です。

●文
も

字
じ

や図
ず

など 視
し

覚
かく

から情
じょう

報
ほう

を 得
え

ています。

●話
はな

せていても、聞
き

こえていないことがあり
ます。

●公
こう

共
きょう

アナウンスや 警
けい

報
ほう

音
おん

（ブザー）など
に気

き

づきにくいです。

●話
はな

している相
あい

手
て

の 口
くち

の動
うご

きを読
よ

み取
と

るな
ど、視

し

覚
かく

によって 話
はなし

の内
ない

容
よう

を 補
おぎな

っている
人
ひと

もいます。

●階
かい

段
だん

や段
だん

差
さ

がある場
ば

所
しょ

などで、
移
い

動
どう

が 困
こん

難
なん

になる人
ひと

がいます。

●車
くるま

いすの人
ひと

は、高
たか

いところの
ものを取

と

ったり、床
ゆか

に落
お

ちた
ものを拾

ひろ

ったりすることが 困
こん

難
なん

です。

●マヒの影
えい

響
きょう

などで、文
も

字
じ

を書
か

くことや 会
かい

話
わ

が 困
こん

難
なん

な人
ひと

も
います。

■助
たす

けを求
もと

められるのを 待
ま

たず、「お手
て

伝
つだ

い
しましょうか」など 自

じ

分
ぶん

から 声
こえ

をかけて 
ください。

■「こっち」「あれ」ではなく、「あなたの正
しょう

面
めん

」「○○歩
ほ

前
まえ

に進
すす

む」など 具
ぐ

体
たい

的
てき

に 説
せつ

明
めい

して ください。

■誘
ゆう

導
どう

するときは、相
あい

手
て

に こちらの肩
かた

や腕
うで

に つかまってもらい、相
あい

手
て

のペースに 合
あ

わせて 進
すす

んで ください。

■白
はく

杖
じょう

を 頭
ず

上
じょう

に 垂
すい

直
ちょく

に掲
かか

げていたら、困
こま

っ
ているときの サインですので、声

こえ

をかけ
て サポートして ください。

■聞
き

こえ方
かた

の状
じょう

態
たい

によって、コミュニケーショ
ンの方

ほう

法
ほう

は 異
こと

なります。伝
つた

わりやすい方
ほう

法
ほう

を 
確
かく

認
にん

してください。（筆
ひつ

談
だん

・手
しゅ

話
わ

、指
ゆび

文
も

字
じ

など）

■講
こう

演
えん

会
かい

や 説
せつ

明
めい

会
かい

では、手
しゅ

話
わ

通
つう

訳
やく

者
しゃ

を 派
は

遣
けん

するなどの 配
はい

慮
りょ

をしてください。

■問
とい

合
あわ

せや相
そう

談
だん

は、電
でん

話
わ

だけではなく、FAXや 
メールでも 対

たい

応
おう

できるようにしてください。

■アナウンスなどの 音
おん

声
せい

だけではなく、掲
けい

示
じ

板
ばん

な
ども使

つか

い 視
し

覚
かく

でも伝
つた

わるようにしてください。

■サポートする前
まえ

に 声
こえ

をかけてください。

■車
くるま

いすを利
り

用
よう

する人
ひと

と 話
はなし

をするときは、少
すこ

しかがんで 
同
おな

じ目
め

線
せん

で 話
はなし

をしてください。

■杖
つえ

を使
つか

っている人
ひと

が 階
かん

段
だん

を上
のぼ

るときは、斜
なな

め後
うし

ろから 
介
かい

助
じょ

します。降
お

りるときは 本
ほん

人
にん

の一
いち

段
だん

下
した

の 斜
なな

め前
まえ

に
立
た

って、横
よこ

向
む

きで 降
お

りてください。

■車
くるま

いすの人
ひと

が 棚
たな

の高
たか

いところや、低
ひく

い
ところから 商

しょう

品
ひん

を取
と

るときなどは、代
か

わりに取
と

ってください。

主
おも

な特
とく

徴
ちょう

・困
こん

難
なん

なこと

主
おも

な特
とく

徴
ちょう

・困
こん

難
なん

なこと

主
おも

な特
とく

徴
ちょう

・困
こん

難
なん

なこと

サポートするときの ポイント

サポートするときの ポイント

サポートするときの ポイント

　生
う

まれつき 目
め

が見
み

えない人
ひと

もいますが、病
びょう

気
き

やケガ、事
じ

故
こ

で 大
お と な

人になってから 見
み

えなく
なる人

ひと

も たくさんいます。全
まった

く見
み

えない、少
すこ

しぼんやり見
み

える、光
ひかり

だけはわかる、昼
ひる

間
ま

は
見
み

えても 暗
くら

くなると 全
まった

く見
み

えない、真
ま

ん中
なか

しか見
み

えないな
ど 見

み

え方
かた

は 人
ひと

によって それぞれ違
ちが

います。
　また、白

はく

杖
じょう

を 持
も

っている、盲
もう

導
どう

犬
けん

を 連
つ

れているなど 一
いっ

見
けん

して 目
め

が不
ふ

自
じ

由
ゆう

と わかる人
ひと

もいますが、弱
じゃく

視
し

でも 白
はく

杖
じょう

を持
も

たない人
ひと

もおり、外
がい

見
けん

からは わからない人
ひと

もいます。

　全
まった

く聞
き

こえない人
ひと

、音
おと

は聞
き

こえるけど 言
こと

葉
ば

が聞
き

き取
と

りにくい人
ひと

など、聞
き

こえ方
かた

は、さまざまです。話
はな

し方
かた

や外
がい

見
けん

からは わかりにくいため、「話
はな

し
かけても 無

む

視
し

された」など、誤
ご

解
かい

を受
う

けることもあります。また、言
げん

語
ご

習
しゅう

得
とく

前
まえ

（幼
よう

少
しょう

時
じ

）に 失
しっ

聴
ちょう

した人
ひと

の中
なか

には、言
げん

語
ご

障
しょう

害
がい

をともなう人
ひと

もいます。

　病
びょう

気
き

やケガなどにより、上
じょう

肢
し

・下
か

肢
し

・体
たい

幹
かん

の機
き

能
のう

の 一
いち

部
ぶ

または全
ぜん

部
ぶ

に 
障
しょう

害
がい

があるため、立
た

つ・座
すわ

る・歩
ある

く・食
しょく

事
じ

・着
き

替
が

え・物
もの

の持
も

ち運
はこ

び・字
じ

を書
か

くなどの日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

上
じょう

の動
どう

作
さ

が 不
ふ

自
じ

由
ゆう

です。また、脊
せき

髄
ずい

等
とう

を 損
そん

傷
しょう

して
いることにより、周

しゅう

囲
い

の温
おん

度
ど

に応
おう

じた 体
たい

温
おん

調
ちょう

節
せつ

が 困
こん

難
なん

な人
ひと

がいます。
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内部障害
ない ぶ しょう がい

知的障害
ち てき しょう がい

発達障害
はっ たつ しょう がい

重症心身障害・医療的ケアが必要な人
じゅう しょう しん しん しょう がい い りょう てき ひつ よう ひと

●複
ふく

雑
ざつ

な話
はなし

や 抽
ちゅう

象
しょう

的
てき

な表
ひょう

現
げん

を 理
り

解
かい

しにくい
傾
けい

向
こう

があります。

●いつもと違
ちが

う環
かん

境
きょう

にいるときや、急
きゅう

に予
よ

定
てい

が変
か

わったときなどに、それに合
あ

わせた行
こう

動
どう

をとることが 苦
にが

手
て

な人
ひと

もいます。

●文
も

字
じ

を書
か

いたり、長
なが

い文
ぶん

章
しょう

を読
よ

んだり、計
けい

算
さん

したりすることが 苦
にが

手
て

な人
ひと

もいます。

●気
き

が散
ち

りやすく 集
しゅう

中
ちゅう

できないことで、うっ
かりミスなどが多

おお

い人
ひと

もいます。

●長
なが

い時
じ

間
かん

 じっとしていることが 苦
にが

手
て

な人
ひと

もいます。

●相
あい

手
て

の表
ひょう

情
じょう

や、周
まわ

りの状
じょう

況
きょう

などを 読
よ

み
取
と

ったり、考
かんが

えて行
こう

動
どう

したりするのが 苦
にが

手
て

な人
ひと

もいます。

●複
ふく

数
すう

のことを 伝
つた

えると 混
こん

乱
らん

することが あります。

●環
かん

境
きょう

の変
へん

化
か

が 苦
にが

手
て

で パニックになる人
ひと

もいます。

●何
なん

らかの感
かん

覚
かく

（視
し

覚
かく

・聴
ちょう

覚
かく

・触
しょっ

覚
かく

・嗅
きゅう

覚
かく

・
味
み

覚
かく

など）が独
どく

特
とく

で、過
か

敏
びん

さあるいは 鈍
にぶ

さのある人
ひと

もいます。

■説
せつ

明
めい

するときは、ひらがなや 文
ぶん

章
しょう

にフリ
ガナを付

つ

けたり、絵
え

や図
ず

などで 具
ぐ

体
たい

的
てき

に
表
ひょう

現
げん

するとわかりやすいです。

■会
かい

話
わ

をするときは、理
り

解
かい

しているか 確
かく

認
にん

し
ながら、短

みじか

い言
こと

葉
ば

でゆっくり 話
はな

してください。

■緊
きん

張
ちょう

して パニックになったときは、優
やさ

し
く声

こえ

をかけてくれると 安
あん

心
しん

できます。

■あいまいな言
こと

葉
ば

や 抽
ちゅう

象
しょう

的
てき

な表
ひょう

現
げん

をさけ、
できるだけ具

ぐ

体
たい

的
てき

に 説
せつ

明
めい

してください。

■図
ず

解
かい

などで示
しめ

したり、本
ほん

人
にん

が整
せい

理
り

するため
に メモする時

じ

間
かん

をとったりして、理
り

解
かい

で
きているかを 確

かく

認
にん

してください。

■静
しず

かな場
ば

所
しょ

や 落
お

ち着
つ

ける場
ば

所
しょ

が あると助
たす

かります。

■音
おと

や室
しつ

温
おん

などの調
ちょう

整
せい

を行
おこな

う。（大
おお

声
ごえ

で説
せつ

明
めい

せ
ず、ホワイトボードを使

し

用
よう

して 伝
つた

える、クーラーな
どの 設

せつ

備
び

のある部
へ

屋
や

を 利
り

用
よう

できるようにする など）

主
おも

な特
とく

徴
ちょう

・困
こん

難
なん

なこと

主
おも

な特
とく

徴
ちょう

・困
こん

難
なん

なこと

サポートするときの ポイント

サポートするときの ポイント

　何
なん

らかの原
げん

因
いん

により、知
ち

的
てき

機
き

能
のう

の発
はっ

達
たつ

が ほかの同
おな

じ年
ねん

齢
れい

の人
ひと

たちと比
くら

べて、ゆっく
りしているため、日

ひ

々
び

の生
せい

活
かつ

や 学
がく

習
しゅう

するときなど、社
しゃ

会
かい

生
せい

活
かつ

への適
てき

応
おう

が 困
こん

難
なん

な人
ひと

が多
おお

くいます。特
とく

徴
ちょう

の表
あらわ

れ方
かた

は、個
こ

人
じん

差
さ

が大
おお

きいので、支
し

援
えん

の仕
し

方
かた

は 一
ひとり

人ひとり異
こと

なります。

　自
じ

閉
へい

スペクトラム症
しょう

（ASD）、学
がく

習
しゅう

障
しょう

害
がい

（LD）、注
ちゅう

意
い

欠
けつ

如
じょ

・多
た

動
どう

症
しょう

（ADHD）、
チック症

しょう

、吃
きつ

音
おん

などの 脳
のう

機
き

能
のう

の発
はっ

達
たつ

に起
き

因
いん

する 障
しょう

害
がい

です。コミュニケーショ
ンが 苦

にが

手
て

だったり、こだわりの強
つよ

さなどがあり 切
き

り替
か

えが難
むずか

しかったり、
落
お

ち着
つ

きがなかったりして、集
しゅう

団
だん

生
せい

活
かつ

などで 困
こま

ってしまうときがあります。

●体
からだ

の内
ない

部
ぶ

の障
しょう

害
がい

なので、外
がい

見
けん

では わかり
にくい傾

けい

向
こう

があります。

●体
たい

力
りょく

がなく、疲
つか

れやすい人
ひと

がいます。

●人
じん

工
こう

肛
こう

門
もん

、人
じん

工
こう

膀
ぼう

胱
こう

の人
ひと

は、オストメイト
専
せん

用
よう

のトイレが 必
ひつ

要
よう

です。

●重
じゅう

症
しょう

心
しん

身
しん

障
しょう

害
がい

では、ほとんどの人
ひと

が 寝
ね

た
ままで、自

じ

力
りき

では 起
お

き上
あ

がれない状
じょう

態
たい

です。

●移
い

動
どう

、食
しょく

事
じ

、入
にゅう

浴
よく

などの 日
にち

常
じょう

のさまざま
な場

ば

面
めん

で、介
かい

助
じょ

者
しゃ

による援
えん

助
じょ

が 必
ひつ

要
よう

です。

●声
こえ

が出
だ

せても 会
かい

話
わ

によるコミュニケー
ションは 難

むずか

しい 人
ひと

がいます。

●人
じん

工
こう

呼
こ

吸
きゅう

器
き

を 使
し

用
よう

する場
ば

合
あい

や、胃
い

ろうや
たん吸

きゅう

引
いん

など、医
い

療
りょう

的
てき

ケア
が 必

ひつ

要
よう

な人
ひと

もいます。 

■疲
つか

れやすいため 行
ぎょう

列
れつ

ができたときなどは 
周
まわ

りの方
かた

に 理
り

解
かい

を得
え

て、順
じゅん

番
ばん

を先
さき

にして
もらえると 助

たす

かります。

■電
でん

車
しゃ

やバスなどで 席
せき

を譲
ゆず

ったりしてもら
えると 助

たす

かります。

■オストメイト対
たい

応
おう

トイレに 案
あん

内
ない

する。設
せっ

置
ち

されていない場
ば

合
あい

は、なるべく 広
ひろ

い洋
よう

式
しき

トイレへ 案
あん

内
ない

して ください。

■急
きゅう

な温
おん

度
ど

変
へん

化
か

を避
さ

け、一
いっ

定
てい

の湿
しつ

度
ど

の保
ほ

持
じ

な
ど、環

かん

境
きょう

の管
かん

理
り

に 配
はい

慮
りょ

してください。

■外
がい

出
しゅつ

先
さき

では、エレベーターを使
つか

うことが�
多
おお

いので、エレベーターの場
ば

所
しょ

を わかり
やすく表

ひょう

示
じ

してください。

■車
くるま

いすに座
すわ

った状
じょう

態
たい

だと、太
たい

陽
よう

や電
でん

灯
とう

の光
ひかり

が まぶしく感
かん

じることがあるため、配
はい

慮
りょ

してください。

■電
でん

車
しゃ

の乗
の

り降
お

りなどで、補
ほ

助
じょ

が 必
ひつ

要
よう

なこ
とがあるので、介

かい

護
ご

者
しゃ

に 声
こえ

をかけてくだ
さい。

主
おも

な特
とく

徴
ちょう

・困
こん

難
なん

なこと

主
おも

な特
とく

徴
ちょう

・困
こん

難
なん

なこと

サポートするときの ポイント

サポートするときの ポイント

　心
しん

臓
ぞう

機
き

能
のう

、呼
こ

吸
きゅう

器
き

機
き

能
のう

など、体
からだ

の内
ない

部
ぶ

機
き

能
のう

の障
しょう

害
がい

のため 日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

に 支
し

障
しょう

があり
ますが、外

がい

見
けん

からはわかりにくく、周
まわ

りの人
ひと

に 理
り

解
かい

してもらえないこともあります。
また、疲

つか

れやすく、長
ちょう

時
じ

間
かん

の立
りつ

位
い

、負
ふ

荷
か

を伴
ともな

う歩
ほ

行
こう

や作
さ

業
ぎょう

が 困
こん

難
なん

な場
ば

合
あい

もあります。

　重
じゅう

度
ど

の肢
し

体
たい

不
ふ

自
じ

由
ゆう

と、重
じゅう

度
ど

の知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

とが 重
ちょう

複
ふく

した状
じょう

態
たい

をいいま
す。ほとんどが 寝

ね

たきりや自
じ

力
りき

では 起
お

き上
あ

がれない状
じょう

態
たい

で、オーダー
メイドの車

くるま

いすなどを 使
し

用
よう

しています。人
じん

工
こう

呼
こ

吸
きゅう

器
き

や 胃
い

ろう、たん
吸
きゅう

引
いん

などの 医
い

療
りょう

的
てき

ケアが 必
ひつ

要
よう

な人
ひと

もいます。
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難病・そのほかの病気
なん びょう びょう き

「電話リレーサービス」をご存じですか？
でん わ ぞん

－令和３年７月から 開始した 公共インフラです－
がつねんわれい きょうこうしかい高次脳機能障害

こう じ のう き のう しょう がい

精神障害
せい しん しょう がい

コラム

●多
おお

くの難
なん

病
びょう

では、定
てい

期
き

的
てき

な 受
じゅ

診
しん

が必
ひつ

要
よう

です。

●病
びょう

気
き

の特
とく

性
せい

により、体
たい

調
ちょう

の変
へん

化
か

が大
おお

きいため、毎
まい

日
にち

同
おな

じペースで 仕
し

事
ごと

をすることが 難
むずか

しい人がいます。

●病
びょう

気
き

により、体
たい

力
りょく

的
てき

に 難
むずか

しい業
ぎょう

務
む

もあります。

●長
ちょう

期
き

の療
りょう

養
よう

や 症
しょう

状
じょう

の進
しん

行
こう

による 不
ふ

安
あん

が生
しょう

じやすく、
生
せい

活
かつ

・仕
し

事
ごと

上
じょう

の ストレスが 症
しょう

状
じょう

悪
あっ

化
か

につながりま
す。

■定
てい

期
き

的
てき

な受
じゅ

診
しん

が 必
ひつ

要
よう

なため、通
つう

院
いん

に 配
はい

慮
りょ

してください。

■休
きゅう

憩
けい

時
じ

間
かん

や 休
きゅう

憩
けい

できる場
ば

所
しょ

の 確
かく

保
ほ

に 配
はい

慮
りょ

してください。

■職
しょく

場
ば

では 本
ほん

人
にん

に 負
ふ

担
たん

のかからな
い 業

ぎょう

務
む

量
りょう

・内
ない

容
よう

などになってい
るかを 確

かく

認
にん

してください。

主
おも

な特
とく

徴
ちょう

・困
こん

難
なん

なこと サポートするときの ポイント

　病
びょう

気
き

の状
じょう

態
たい

や症
しょう

状
じょう

には 個
こ

人
じん

差
さ

があり、常
つね

に介
かい

助
じょ

が必
ひつ

要
よう

な人
ひと

、ほとんど問
もん

題
だい

なく 日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

を送
おく

っている人
ひと

まで さまざまです。外
がい

見
けん

では 病
びょう

気
き

だとわか
りにくい場

ば

合
あい

もあるため、それぞれに合
あ

わせた 配
はい

慮
りょ

が必
ひつ

要
よう

です。また、病
びょう

気
き

の状
じょう

態
たい

が 固
こ

定
てい

せず、1日
にち

や1か月
げつ

の中
なか

で 進
しん

行
こう

したり、変
へん

動
どう

したりするときも あります。

●電
でん

話
わ

リレーサービスとは？
きこえない人

ひと

（聴
ちょう

覚
かく

障
しょう

害
がい

者
しゃ

など）と、きこえる人
ひと

（お店
みせ

や事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

）との会
かい

話
わ

を 通
つう

訳
やく

オペレータが 手
しゅ

話
わ

・文
も

字
じ

と音
おん

声
せい

を 通
つう

訳
やく

するサービスです。（24時
じ

間
かん

365日
にち

利
り

用
よう

可
か

能
のう

）

●どんなときに使
つか

えるの？
◦緊

きん

急
きゅう

通
つう

報
ほう

（110番
ばん

、119番
ばん

などへかけるとき）
◦お店

みせ

や病
びょう

院
いん

の予
よ

約
やく

、銀
ぎん

行
こう

やクレジットカード会
がい

社
しゃ

への 問
とい

合
あわ

せをするとき
◦家

か

族
ぞく

や友
ゆう

人
じん

、仕
し

事
ごと

の連
れん

絡
らく

をするとき　など

●きこえる人
ひと

（お店
みせ

や事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

の方
かた

）へのお願
ねが

い
「050」で始

はじ

まる専
せん

用
よう

番
ばん

号
ごう

から 通
つう

常
じょう

の電
でん

話
わ

と同
おな

じように 着
ちゃく

信
しん

します。応
おう

答
とう

後
ご

、オペレータから 案
あん

内
ない

が
あります。以

い

降
こう

は、オペレータを介
かい

して 通
つう

話
わ

してください。
※「050」の専

せん

用
よう

番
ばん

号
ごう

には、お店
みせ

などからも 通
つう

常
じょう

の電
でん

話
わ

と同
どう

様
よう

に 発
はっ

信
しん

できます。

●病
びょう

気
き

により 苦
くる

しんでいるのに、理
り

解
かい

して
もらえないことがあります。

●ストレスに うまく対
たい

処
しょ

できなかったり、
緊
きん

張
ちょう

しがちなため、小
ちい

さなストレスでも�
不
ふ

安
あん

になったり、疲
つか

れたりする人
ひと

がいます。

●コミュニケーションをとることが 苦
にが

手
て

で、
困
こま

っていることなど うまく伝
つた

えることが
難
むずか

しい人
ひと

もいます。

●日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

や 対
たい

人
じん

関
かん

係
けい

、仕
し

事
ごと

がうまくいかずに 自
じ

信
しん

がなくなり、混
こん

乱
らん

と不
ふ

安
あん

の中
なか

にいる人
ひと

がいます。

●感
かん

情
じょう

を コントロールすることが 難
むずか

しい人
ひと

もいます。

●視
し

界
かい

の左
ひだり

側
がわ

（右
みぎ

側
がわ

）の 空
くう

間
かん

にある情
じょう

報
ほう

を 見
み

落
お

とし
てしまう人

ひと

もいます。

●�失
しつ

語
ご

症
しょう

により 話
はな

したいことを 言
こと

葉
ば

にできない人
ひと

も
います。

●�何
なに

をするのか 忘
わす

れてしまう人
ひと

も
います。

■病
びょう

気
き

に対
たい

する理
り

解
かい

を深
ふか

めてください。

■安
あん

心
しん

できるように、穏
おだ

やかな口
く

調
ちょう

で 話
はなし

を
してください。

■本
ほん

人
にん

の ペースに 合
あ

わせて、話
はなし

をするよう
に してください。

■相
あい

手
て

に合
あ

わせて、ゆっくりと 丁
てい

寧
ねい

に 対
たい

応
おう

してください。

■約
やく

束
そく

などをするときは、メモに書
か

いて渡
わた

して、お互
たが

いに確
かく

認
にん

するな
ど、本

ほん

人
にん

が覚
おぼ

えやすい方
ほう

法
ほう

にして
ください。

■椅
い

子
す

や別
べっ

室
しつ

で、落
お

ち着
つ

けるように 
配
はい

慮
りょ

してください。

主
おも

な特
とく

徴
ちょう

・困
こん

難
なん

なこと

主
おも

な特
とく

徴
ちょう

・困
こん

難
なん

なこと

サポートするときの ポイント

サポートするときの ポイント

　精
せい

神
しん

症
しょう

状
じょう

による 苦
く

痛
つう

のほか、症
しょう

状
じょう

によっては、日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

が 思
おも

うように
いかなかったり、就

しゅう

労
ろう

や就
しゅう

学
がく

、家
か

庭
てい

や地
ち

域
いき

において 社
しゃ

会
かい

参
さん

加
か

が妨
さまた

げられ
たりする問

もん

題
だい

が しばしばあります。症
しょう

状
じょう

が 深
しん

刻
こく

になると、判
はん

断
だん

能
のう

力
りょく

や行
こう

動
どう

の コントロールが 著
いちじる

しく低
てい

下
か

することがあります。また、精
せい

神
しん

疾
しっ

患
かん

というだけで、誤
ご

解
かい

を受
う

け、差
さ

別
べつ

や偏
へん

見
けん

を 感
かん

じている人
ひと

もいます。

　病
びょう

気
き

や事
じ

故
こ

などの さまざまな原
げん

因
いん

で 脳
のう

の一
いち

部
ぶ

が損
そん

傷
しょう

を受
う

けると、
その損

そん

傷
しょう

部
ぶ

位
い

により、言
げん

語
ご

・思
し

考
こう

・行
こう

為
い

・学
がく

習
しゅう

・注
ちゅう

意
い

などの 特
とく

定
てい

の
症
しょう

状
じょう

が 脳
のう

機
き

能
のう

の一
いち

部
ぶ

に生
しょう

じる 障
しょう

害
がい

です。

〈きこえない人
ひと

〉
聴
ちょう

覚
かく

や発
はつ

話
わ

が困
こん

難
なん

な方
かた

〈オペレータ〉
通
つう

訳
やく

者
しゃ

〈きこえる人
ひと

〉
お店

みせ

、病
びょう

院
いん

など
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相談窓口
だん まど ぐちそう

ヘルプマーク・ヘルプカードを知ろう！
し

　まちで 次
つぎ

のような マーク・カードを 見
み

かけたら、思
おも

いやりのある行
こう

動
どう

を お願
ねが

いします。

◆品
しな

川
がわ

区
く

福
ふく

祉
し

部
ぶ

障
しょう

害
がい

者
しゃ

福
ふく

祉
し

課
か

◆しながわ見
み

守
まも

りホットライン

◆障
しょう

害
がい

者
しゃ

地
ち

域
いき

活
かつ

動
どう

支
し

援
えん

センター　逢
あえる

「あえる」（心
しん

身
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

福
ふく

祉
し

会
かい

館
かん

内
ない

）

●虐
ぎゃく

待
たい

にあたる行
こう

為
い

身
しん

体
たい

的
てき

虐
ぎゃく

待
たい

身
しん

体
たい

に 傷
きず

や痛
いた

みをおわせる 暴
ぼう

行
こう

を加
くわ

えること。

性
せい

的
てき

虐
ぎゃく

待
たい

無
む

理
り

やり わいせつなことをしたり、させたりすること。

心
しん

理
り

的
てき

虐
ぎゃく

待
たい 侮

ぶ

辱
じょく

したり、拒
きょ

絶
ぜつ

したりするような 言
こと

葉
ば

や態
たい

度
ど

で、精
せい

神
しん

的
てき

苦
く

痛
つう

を 与
あた

え
ること。

放
ほう

棄
き

・放
ほう

置
ち

（ネグレクト）
食
しょく

事
じ

や入
にゅう

浴
よく

、洗
せん

濯
たく

、排
はい

せつなどの 世
せ

話
わ

や介
かい

助
じょ

をせず、心
しん

身
しん

を 衰
すい

弱
じゃく

させ
ること。

経
けい

済
ざい

的
てき

虐
ぎゃく

待
たい 障

しょう

害
がい

者
しゃ

の同
どう

意
い

なしに 財
ざい

産
さん

や 年
ねん

金
きん

を使
つか

い、または賃
ちん

金
ぎん

などを 不
ふ

当
とう

に与
あた

えないこと。

受
うけ

付
つけ

時
じ

間
かん

：月
げつ

～金
きん

曜
よう

日
び

（祝
しゅく

日
じつ

、年
ねん

末
まつ

年
ねん

始
し

は除
のぞ

く）午
ご

前
ぜん

8時
じ

30分
ぷん

～午
ご

後
ご

5時
じ

15分
ふん

電
でん

話
わ

　03-5742-6762　FAX　03-3775-2000

受
うけ

付
つけ

時
じ

間
かん

：24時
じ

間
かん

つながります。緊
きん

急
きゅう

の場
ば

合
あい

は、迷
まよ

わず110番
ばん

へ。
電
でん

話
わ

　03-3772-6605

受
うけ

付
つけ

時
じ

間
かん

：月
げつ

～金
きん

曜
よう

日
び

（祝
しゅく

日
じつ

、年
ねん

末
まつ

年
ねん

始
し

は除
のぞ

く）午
ご

前
ぜん

8時
じ

30分
ぷん

～午
ご

後
ご

5時
じ

電
でん

話
わ

　03-5750-4996　FAX　03-3785-3366（手
しゅ

話
わ

通
つう

訳
やく

者
しゃ

派
は

遣
けん

専
せん
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そう
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1.

2.

3.

　義
ぎ

足
そく

や 人
じん

工
こう

関
かん

節
せつ

を 使
し

用
よう

している方
かた

、内
ない

部
ぶ

障
しょう

害
がい

や 難
なん

病
びょう

の方
かた

、妊
にん

娠
しん

初
しょ

期
き

の方
かた

など、外
がい

見
けん

からはわからなくても 援
えん

助
じょ

や配
はい

慮
りょ

を 必
ひつ

要
よう

としている方
かた

が、周
しゅう

囲
い

に 配
はい

慮
りょ

を必
ひつ

要
よう

としてい
ることを 知

し

らせることができる マークです。

　援
えん

助
じょ

を必
ひつ

要
よう

とする 障
しょう

害
がい

のある人
ひと

などが 携
けい

帯
たい

し、困
こま

ったときに 
周
しゅう

囲
い

へ 必
ひつ

要
よう

な支
し

援
えん

や配
はい

慮
りょ

を お願
ねが

いするための カードです。カー
ドには、必

ひつ

要
よう

な支
し

援
えん

や 緊
きん

急
きゅう

連
れん

絡
らく

先
さき

が 書
か

かれていますので、必
ひつ

要
よう

に
応
おう

じて、記
き

載
さい

内
ない

容
よう

を確
かく

認
にん

し、必
ひつ

要
よう

な支
し

援
えん

を お願
ねが

いします。
　なお、障

しょう

害
がい

者
しゃ

福
ふく

祉
し

課
か

、各
かく

保
ほ

健
けん

センター、支
ささ

え愛
あい

・ほっとステー
ションなどで 配

はい

布
ふ

しています。

■ヘルプマークとは？

■ヘルプカードとは？

ヘルプマーク・ヘルプカードを 見
み

かけたら

〈電
でん

車
しゃ

やバスの中
なか

で〉
　外

がい

見
けん

では 健
けん

康
こう

に見
み

えても、疲
つか

れやすかったり、立
たち

ち姿
し

勢
せい

を 保
たも

つことが 困
こん

難
なん

な人
ひと

には、ぜひ 席
せき

をお譲
ゆず

りください。

〈駅
えき

や街
まち

中
なか

で〉
　交

こう

通
つう

機
き

関
かん

の 事
じ

故
こ

等
とう

、突
とっ

発
ぱつ

的
てき

な出
で

来
き

事
ごと

に対
たい

して、臨
りん

機
き

応
おう

変
へん

に 対
たい

応
おう

すること
が 困

こん

難
なん

な人
ひと

や、危
き

険
けん

に 気
き

づきにくい人
ひと

には、声
こえ

をかけるなどの 配
はい

慮
りょ

をお願
ねが

いします。

〈緊
きん

急
きゅう

時
じ

・災
さい

害
がい

時
じ

に〉
　状

じょう

況
きょう

判
はん

断
だん

が 難
むずか

しい人
ひと

や 自
じ

力
りき

での避
ひ

難
なん

が 困
こん

難
なん

な人
ひと

には、
安
あん

全
ぜん

に 避
ひ

難
なん

するための 支
し

援
えん

を お願
ねが

いします。

※通
つう

報
ほう

した人
ひと

の秘
ひ

密
みつ

は 守
まも

られます。通
つう

報
ほう

は 匿
とく

名
めい

でもかまいません。
※誤

ご

報
ほう

だとしても 罰
ばっ

せられません。
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このマークは音声コード
（Uni-Voice) です。スマート
フォンや専用読み取り装置
を使って、記載内容を音声で
聞くことができます。

しな がわ く

く

しな がわ く しょう がい しゃ さ べつ かい しょう ほう だい ぱん
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